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１．はじめに
　四国沖の北西太平洋は，複数の大規模火山が存在する九州地方の偏西風の風下側に位置することから，広域テフラ

層序を検討する上で最適な海域である．しかしながら，姶良 Tnテフラよりも古い時代におけるテフラ層序は，利用可能
な海洋コア試料が限られていることから，ほとんど進展していない．そこで，四国沖の土佐海盆および大陸斜面下部海
盆から採取された２本の IMAGESコアを用いて，岩相層序，放射性炭素年代測定，酸素同位体層序に基づき年代モデル
を構築し，九州起源の複数の広域テフラの同定を行い，それぞれの噴出年代の推定を行った．

２．試料と分析　
　本研究に用いたコア試料は，IMAGESプログラムによって，四国沖から採取された２本のジャイアントピストンコ

ア（MD012422，MD012423）である．コアの年代モデルは，浮遊性有孔虫の酸素同位体層序および放射性炭素年代値に
基づいた．テフラ層を同定するために，火山ガラスの屈折率をRIMS2000を用いて測定した．また，2422コアで認めら
れた３枚のテフラ層については，全鉱物組成分析，重鉱物分析，火山ガラス形態分類，火山ガラスおよび斜方輝石の屈
折率測定も行った．

３．結果と考察
（１）2422コアおよび 2423コアにおいて，南九州の鬼界カルデラ，姶良カルデラ，および，加久藤カルデラ起源の

複数の広域テフラが産出・同定された．上位より鬼界アカホヤ（K-Ah），姶良 Tn（AT），姶良岩戸（A-Iw），姶良福山
（A-Fk）,阿多鳥浜（Ata-Th），加久藤（Kkt）である．また，給源不明のテフラ層および火山ガラスの濃集層が複数認め
られる．
（２）上下の地層から産出した浮遊性有孔虫の放射性炭素年代値から推定すると，AT の噴出年代は約 28.1～28.3 cal

kyrである．
（３）A-Iw の噴出年代は約 58 kyrと推定され，MIS 4/5境界に位置する．A-Fkの噴出年代は約 113.4 kyrであり，MIS

5.5後半に位置する．Ata-Thの噴出年代は約 246kyrであり，MIS 8.1に相当する．Kkt の噴出年代は約 311.4kyrであり，
MIS 9.2に相当する．これらの A-Iw，A-Fk，Ata-Th, Kktの各テフラは，これまで海洋コアからの産出報告例が少ないこ
とから，本研究によって明らかにされた各テフラ層の産出層準と酸素同位体曲線との関係は今後の中期更新世における
広域テフラの層序および分布範囲を議論する上で重要である．


